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［特集1］

役に立つ統計
変わりゆく統計

［特集2］
平成30年度 総務省所管予算の概要

5月の花：ヤマブキ　
花言葉は「気品」
「崇高」「金運」など

地方のかがやき

花緑青の海
北アルプスの山々
大自然の中で育まれた
歴史や文化が息づく

富山県｜朝日町
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北海道、青森県下北地方
〜べこ餅
北海道では葉っぱの形と
ツートンカラーが特徴。
下北半島大間町では6月5日に
花模様のべこ餅を食べる。

山形〜庄内笹巻き
炊いた餅米を笹の葉に巻いて
3時間ほど煮るなど、手間がかかる一品。
食べる時はきな粉をたっぷりかけていただく。
地域によって巻き方が違うそう。

徳島〜麦だんご
山帰来(さんきらい)の葉で包まれた麦粉のだんご。
旧暦の端午の節句(6月上旬)が麦刈りの
時期だったことから、麦粉を使ったのだとか。

長崎〜こい菓子
中国では、こいは出世のシンボル。
中国文化が色濃く残る長崎では、
端午の節句や、初節句の内祝いの
品としてこい菓子が使われる。

宮崎〜鯨ようかん
お餅をあんで挟んだお菓子。
鯨のように大きく、力強く
育つようにと願いが
込められている。

鹿児島〜あくまき
あくにつけた孟宗竹の
皮で包み、さらにあくで
煮込んだもの。

沖縄〜あまがし
平麦と緑豆などを
軟らかく炊き、米麹を入れて
2〜3日発酵させて作る。
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今月の お役
総務省　　　　   立ち ツール
Monthly MIC　　　　　　　　     Useful tool

国民のための
情報セキュリティサイト

「用語辞典」

　「暗号化」「機密性」「スパイウェア」 識を高め、対策し、ウィルス感染や情報漏え

　これらの言葉をご存知でしょうか? まる いを防ぐ必要があります。

で映画『007』の世界で飛び交う言葉のよう 　総務省では、国民の皆さまが安心してイ

ですが、これらは情報セキュリティについて ンターネットを使用するための基本的な知

語るときに度々登場する、インターネット 識や対策をまとめた「国民のための情報セ

用語です。 キュリティサイト」を運営しています。その

　いまや、誰もが簡単にインターネットを 中には「インターネット用語辞典」もあり、

利用できる時代です。そうした高度情報社 なじみのないカタカナ言葉も分かりやすく

会だからこそ、情報セキュリティに対する意 説明されています。ぜひご活用ください。

•国民ための情報セキュリティサイト
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/security/index.html
•用語辞典
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/security/glossary/01.html
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野
総務大臣

田  聖子 清原
東京都三鷹市長

 慶子
  きよ 　 は ら 　 　 　 け い 　　こ

Special Talk

「客観的な数値で効果的な
  政策の推進を!」

役特
集
1

に
立変つ

わ統り
ゆ計
く
統
計
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ちデ清 デ だ員印状気郵をでたた清 た臣市は野
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だ た 講 おは 、 長な のさ い 員メ 官 た 当員と 師 目 でい せ、 デ 。数た で で 選えか 統 のき に は郵こ て こ ィにい 年してら にし計 委 か なと い と ア呼ら 政後た、は 、た か かもも た委が嘱電 学んしっ っ大にの、 。

「清 贈計三原 てをでりはき野 努政のてなと政含日で っ原 呈 鷹市 、示い、感に田 力策暮く を策め初 女 て市 しみ 本 る 、大 し らだ市長 す 情 を 学をて
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私 き 野 べ、 統 し町 総 のが 」い 治い すが 実ち 田 きり し ーで 事 計 たが 村一 で タ家う理 。 で実ま 初 現ん 大目 す だ デ 。と の 頂 をが先 あか 私す 当 すと 臣 態ー。す瞭 」う るこいと基 ら。 伸入 は に「選 る踏タがご が然併れた と言にび観『 沿し こまや示市ざ たの いせ の「 を 悩 女 っわ政 が た とえ現い 唆長う」 て が てま も統 清 れ策んあ性と にて実しにこ、 、 、

案務をうのが全た参が民１大清 で静っ悪ら野 学政にのしと講ですかす員務ユ原「、 、 、 き に員 加 会次学 策 、原 に い、田 び 入皆た し 。ニ 平 私 り 良 竹こ 私まるでめ 、 さのか案第 基 大 まをれ たー 公 の 議 院市 とと 下がに 成 の 反 いす くはま を３ し てまで とク 11 の募 最 本生長 対し こ臣 考自 よ は ふ 、は た はなし 次 、 、 元市 き 出な 委計 をた と えそ 学んの ね 下基い 初治 。 、 に総た 三 年 デ は て き だ 身組長 ３ 員画
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容て合留まよ年清 I がしがて改野 ま性均い的てとだ清 見い て易 に る あい守し 国原 下た
代
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代イ す調そ ー調
　

総 ら生 査治査

統
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票らリ にく の 齢歳 ので よ 鷹ン タ そ。査 査 れ をを 社 な お、テ 調 員体、 イ務 統 を は代市 の郵 務 お入 集 まィ 会 員 員 ど査 収 でで省 計 60 引ン はに と
れ便が で の の 大 す 願
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合 タ を きすを は 、はで おだ 集 い からポ厳 日 。 歳 実は住 ー 方 け導

る
統
計 臣 受女 悩は 含 りと し 代 すれス 々し 、 々ネ の に れ けはみ ら宅日入 平 む でになト ッ 進
化

思のて に 性 るく な ど い、が すさ 成いに の中 ト は 多い奮く な はた比 立な っ あ 。もっ場はれに 27 、よ 頭ま闘れて 世り男平だ較っ場た

てみ
取
簿はてがム査らす野 しの統査もタもイう

進 に、い、をでなね
る い

田
大
臣

てと いー ン計も 大 な家 と化 な ま 見は 。 、き らネ 調
て ご 調引 変 場計 私 っッて な 査しこり し 、と 協 査 合も きしトにもて 調 買 はと、 た 書 思 ど ゃ 有大 力っ

　
続 がス 員 をき そが 査 回マ 。 い っ にに い あそ の 意し て きて 変で れホも て て で 答れ 感 ま りき 皆 義い で で いオか を 重き

利
用き も 謝 す 者まは さま レンし心 たまし る 要 さでる にら すあ し かます ラ 鶏 れシ で す、苦っ すな 限 ら もよ のて に て。 ー 今 りイ 。て肉 く すう し 。 が いりは 、いた調で

トン年 家い 対ま 。く の てた 査、に お、私 なだ オを家か ま 計グ はな い す 研 面思 会 いイ員は ン
っ読計らっすラ調なで 。い修 調方ンにラ、

く項革こも成も治担け府どる

Policy

E に計イこ取て省進統査態省る清
思 う一の に記体うで省にた B 基デンと目 組、でめ計にをだ主原緒 こい と つ 関 トの は統 め P づ述 に ー はが担 を はる 答尊とう 調 体市ま いにいい さ すの く だ入 統 な計 お

 M
aking

M（ タ 、 、こし 思 長査えす う質て 進 重 は統くけ 人 自っ る 政 と手 れ計 な と いめ 、た てす

統
計
改
革

て 観の、 調 思計。 も国 材 治 員に て て 策 も担 る方 ど査 て くるま
、 い改 視 の

　

統い 向 い 体 ち点 当 人 の 重関 も 針 形客 い なす員地 だ 計る ま 点上 ろか ま 確 革 に 視地 成 がこす 職 材の 観 た 要 ら、方 ） す を さ ん改らを す のあ 保 近で点 ば、とる 方 的 だ員 に中 を 、で る、進 。 る ・ す 。大 尊い 調国革つ ま い を大統 人に に す 、を 自 推統 育 なな 省 国重 統め い い 切 査のをつ は た て 。持心切計 治材 は計て 成進て わ根 計い な 民 の各いしと総っ 進、 、強な改い体育て自をだ各なす

E
vidence B

ased ち拠統ポるてし務てや調実府め
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「統計は精緻
せい　　ち

で分かりやすく」野田大臣

「統計は、国民市民の
　　　　　　大切な財産」清原市長

と向地る可ばとら期と離市清 ャるきろ落村は失は示う全の人調野ル思に域施能良か見的思れ民原 こもも」であっ、しこ 口を く体 査田と て人う と変の策 い、 の り と性 えなうた 市 あ、 見 て 違質減こ 探 を人言 い 大材の 方 にえ状をを こて視と政皆長 る るま いをし く うが少開臣で 向 よ 口の わ とるて況進 をく さ と 変点と策
　

せ 国見 だ の にっ が 別 始す にい る で れ いわめ まに そ せ 、んを も て で 勢 わ転出 もを プ い う。 い し、 て 。 け 人っ

　

大く う の少る 兆立 うに ま、く し そ じし ラいわで、エ 調プ で て て正こ し 現 新 格しこ 少 っ で すてと 、 のス 、て るゆも ネ 査す に 以と て た ラ ９と や 、い
で しを 在す 。 原に、い よる逆スル 今は は わ来もに先う 読、は のね な 転 「 よ なも 補 う ギ 年デ い 因 にな みポ っまば

で
き

取 み り 。 限 ね 、に良よ よ強 実け ずな 、こーー を ん私 たでこ初テっ 。い りう 取 中 界 国す タ 感 市な るン調 と と源そな とのめて も と
る方 すなれるか長いと シべとこ集町でをれにいは国て勢、 、

だ国に市民たカホ今関鷹い受ンするに体紹しタ清 思かものすの野
と と デ民必 。 年 。 で た いり満「ター民 す市 け よ、 介 を原 のでべでこ 田

ロム 国考 要 統 のる 思 ー市 て う い まや す満 れ作し さ ですて足 ペ オ 市 大グ のえ ２取 い の、タ に っ とら すすな。 よ民な足 計 ー ー 「 を た 臣度 ペ ま自 長 そく 人て の てに行 」 ジ月 思に組 ビ電 。論 け度 プ ウ ね
　

、 19 し治 い
　

い ー のは 普 い 々上 ッ子ェ 分 なと政 自 方ン れ点 。だま を 、ジ て体 グ ブる そ たにまに デ け 統っ 書 かす の 治 及 か国 日針 デ ば高 を での こ めとて オ 、で デ しー ー り れい 計か基め体に 」 昨 」 籍ご にっ ら。 で で大 開ー を のーら も てや ばけタ タ てと、盤てにと 年 化覧す 、 い は切 方 な いお設プ三まの 努 タ 、集 す統 必いで し 先とっ ン い け 、い うもな てし と 末 が力向、 精く 推 く 要あ っ デ鷹 オてた ほ 計 な のしめ に 、 し財 たてのまー市 進「し性ーいだ同
を
紙 提ど デ い 緻なり て 、 はろ

産 めの国しタの に三たをプまけ時媒ご供ー と分なも い、 、 、

思をにでづう野
い掲、、くごこ 田市まげ 行ざれ 大す 長 いてか 政ま臣。 も走ら をしっ 是

も 進て た非

　

今
い統 め。日、 国た 総て計 は
だ いも務改 、
け き統あ省革れ ま計りとばの一すにが
と旗緒の基と

野
総務大

田  聖
臣

子 清
東京都

原  慶
三鷹市長

子

野田大臣が抱える「センサスくん」は
国勢調査への協力を、清原市長が抱え
る「みらいちゃん」は同調査へのオンラ
インによる回答促進を呼びかける国
勢調査のイメージキャラクターです。
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1

役に立つ統計
変わりゆく統計

たあら
　
てお協計方なけのンで何で

　
での中のるいそ行様かう

　

だるしこごけ力分にどる検タ考がす し 、堅 よで進の のっ 。ど 々 な皆総け をの紹る つ ー統 ょ での え分が う野 、 索 て統 苦 、展 のよ な イされ い統介 ネてか、 う し 務計支 新 統 い機 状に 計方 に う メて計 ッ 本し な 府 まば た か ょよえ し い 変計 ま会 お デ 省を な ー況 ご 法 るト い ど特 。 うう 省 はと る まな の すけ ー たの わの をジ身 に や 紹 やで イ 、かな統 が 、思 す取 る 使重 タ だか集 っ作時 が 統近 、 、 介 都の メ はをい い 。、 て 統ま 、要皆 統 き で 計。 政 の 役組 成に し 道 ク ー 代ま 統 何 じお計方 は き活 にさ な 方 た 調 計な な計府 ジ の・ 府計 イ め感 た の 持にす が 、 て基ま ど ズ 、立作の の 査使用 デ 統 法変 調Ｉ た とちど。じ 後 県 いらの に っ盤 国 方 形計統て 成 わ をー は Ｃ 査、 に る 化 て め すでつ 、いで暮 いに際統れ法おタイ式で計 のどのＴい行にをるす
の
よ

答えはP9に

Q1 6歳未満の子どもを持つ
世帯の夫の1日当たりの
育児時間は何分（週全体）?

Q2 女性が働いている人数の
多い業種は何?

07 MIC |  Vo l . 2 0 9 |  May 2 018

Q3 人口1千人当たりの
喫茶店数が多い県は何県? Q4 15～19歳が、一年のうち

春（3・4月）に引っ越す
割合は何％?

A

A
答えはP11に

答えはP10に
A

A
答えはP13に
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り操は 府くる タは
ま さ を作、

　

政
検

統 な索 、一各

　

政本し んど府計 つ性 し 府府年 のた の 、 に統 統た 統や１ ポ便 ま省。 計 り 計利 計ー利 とが月の 、タ を のな 地便 め公に総ル 利 総機 図、表性リ合サ 必用 合
ニ イ能 上 すの 窓 要 窓ュ す る口トを に向 （ る なー 口で備 表 統（デ上ア す 上え 示ー計ルを 。 デ

図

e-Stat でた でタし 、政たきをー

e-Stat

、） ）

政府統計の総合窓口
（e-Stat）がより便利に

統計を集めてつくる
産業連関表

～ＧＤＰ推計や経済波及効果の分析に活用～

リニューアル概要
１ マルチデバイスに対応した優れたWebデザイン
• スマートフォンのような小さな画面でも見やすいフラットデザインを採用
• 利用する機器によって最適なサイズに自動レイアウトするレスポンシブwebデザインを採用
２ データ検索機能を強化
• 複数の検索カテゴリの組み合わせによる検索を可能とすることで、目的とするデータに的確に誘導
３ 統計表レイアウトの編集機能を強化 
• ドラッグ＆ドロップによる操作で統計表レイアウトの変更が容易に
４ 地理情報システムの統合 
• 統計GISの豊富なデータを、高機能な地理情報システムであるjSTAT MAPで利用することが可能に

統計データを探す
目的とする統計データを探し、グラフで見たり、
そのデータをダウンロードすることができます。

地図で見る
統計データを地図上に「見え
る化」したり、レポートを作成
することができます。また、地
図ソフトに用いる統計データ
や境界データをダウンロード
することができます。

統計分類・
調査項目
統計調査で使用した
調査票のサンプルなど
を見ることができます。

統計API機能 プログラムから統計データを自動取得する機能統計ダッシュボード
統計データを簡単に利用できるサイト

地図による小地域分析（jSTAT MAP）
様々なデータと地図を組み合わせた
地域分析が可能な機能

A16歳未満の子どもを持つ世帯の
夫の1日当たりの育児時間は49分
※ 該当する種類の行動をしなかった人を含む全員の平均時間

マルチデバイスに対応したwebデザイン

0.00

1.00

2.00
（時間. 分）

家事
育児

平成8年 13 18 23 28
0.00

3.00

4.00

2.00

5.00
（時間. 分）

家事
育児

平成8年 13 18 23 28

夫 妻夫の
育児時間
49分6歳未満の子どもを持つ世帯の夫・妻の家事時間、育児時間の

推移（平成8年～28年）－週全体、夫婦と子どもの世帯
資料：社会生活基本調査結果
社会生活基本調査は生活時間の配分や余暇時間における主な活動の
状況など、国民の社会生活の実態が見えてくる!

が同を
　

国
はる資た間にに

　  

お

 

、 は な事 際料も取行 産そ い 産
じ らのやのの業 の 引わて業
め な基 業経でほ 産 なれ一と い 連

か と 礎済す た定業 ど 連し も 関に す 。 財て 連 波 を 期の資 Ｇ 表 関も る 一・及 間作 と料 Ｄ
10 関、 つサ と 表地 なと効Ｐ成 表 のー府 っ

（
通はし 推方 とし て 果 行は ビ常、省 て 計 国自て 、い を 列ス は１総 、 内治い庁 ま 推のな にの

産年まの務す体 く計基表 経
がす共省。てす礎し業間

）済

の支家なたさ
　
産

　   しそ
ほ れ出庭どの 行業 産 て図 の
か （ いに 地」 のかた 連にが 「 「 １お が 横 業 ま
27 ビ 関は 域も 飲 すけ 分 ）ー の方表「、 連、％る食 。ビ かル のビと消 向 関 産

ー サり」が 見ー 業ルな費ーま にど ル 表 連でっ 方のビす 見 」て「 こス でに の 関育 。へるいつ 家」ビ す着販 見 表「ま が とア計 。目 を肉す 65 売ホ 、 方
消 生さ し 作牛。 ％ーそ費 ルれ産 た 成」 、

広レの接のかたビ
　
にス告 ほ税大）費ー一  0.製 がか ル方」 用 0」部が品 分、が （を、ア 分 生列」が 54 1３ かどル （％％ はりミ％ ん産５ 縦とと 酒まと な％缶 す）なな な税す材 っっ「、 る方なっで。 ててテ ビ料た向どて いいレ す がめの ー にまビ「いま のル使に見・ ま すす 金 でのラ わ使す る。。ジ属 「、価れわ。 とオプそ間格たれ、

  

波
及
効
果
分
析
の
例

ま案は
　
な約済需算伴にラこ体ると

　

すを、こっ国 て 20 要し 、リ波 れう 例こし産東ま の ンす は とや い兆及のた経 を て京 業ピする よ も 、 がま 、円効増 済 東図地 ッ2 波連高う う の 挙す ク、方 果加 ２波ま 全 げ及え な。 で 0 京 関準額 でにっで自 及 都 表国 す 2 ら効て 波 つが 備 見
、治 い 効 0 オ れ果のい で 。そ 約 局 て及 都 リま 体 約て 14 果 ま大 み を大の が効 ンが 32 は 内す な会 ます計き重 昨兆に ピ。 政果 、 。兆都 ど し要 お 開年 なッ そ算円策分 ょ性 円内 けを ３ク で特催 の、 ・うが立析 とで経る試に月パ 具き長。

需要部門（買い手）

供給部門（売り手）
その他の飲料用作
物・その他の食料品
（ホップ・麦芽等）

段ボール箱

中間需要

航空附帯
サービス

1,780
（0.1%）

923,133
（64.9%）

64,517
（4.5%）

4,839
（0.3%）

0
（0%）

73,695
（5.2%）

388,479
（27.3%）

4,328
（0.3%）

-50,383
（-3.5%）

1,422,759
（100%）

39,209
（2.8%）

52,092
（3.7%）
120,161
（8.4%）

82,427
（5.8%）
762,249
（53.6%）
1,422,759
（100%）

12,990
（0.9%）

23,069
（1.6%）

26,225
（1.8%）

65,322
（4.6%）

17,181
（1.2%）

33,068
（2.3%）

10,894
（0.8%）

24,953
（1.8%）

家計外消費支出
（企業の交際・
接待費）

飲食
サービス 宿泊業 家計消費

支出
冠婚
葬祭業

最終需要
輸出計 輸入計

（控除）
国内
生産額

プラスチック製容器

賃金・俸給

営業余剰

資本減耗引当

国内生産額

粗
付
加
価
値
額

中　

間　

投　

入

投
入
さ
れ
て
い
る
原
材
料
等（
費
用
構
成
）

間接税
（消費税、酒税等）

他に分類されない
ガラス製品（ビン等）
金属プレス製品
（アルミ缶等）
再生資源回収・
加工処理

卸売

新聞・雑誌・その他
の広告

テレビ・ラジオ広告

ビール類

ビール類

販売先（販路構成）

その他、
肉用牛（0.01%）、医薬品（0.02%）
などへ販売されている。

そ
の
他
、

道
路
貨
物
輸
送（
0.6
％
）、企
業
内
研
究
開
発（
0.6
％
）、

情
報
処
理・提
供
サ
ー
ビ
ス（
0.5
％
）

な
ど
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。

産業連関表では、
各産業から産出される品目（約500行×400列）について、
○どこへ販売されたのか
○何が投入されているのか　を一覧表として整理
→我が国の産業間の相互関係を
　読み取ることができる

図1 産業連関表の見方（ビールに着眼した整理）

図2 経済波及効果の試算イメージ
※ 「東京2020大会開催に伴う経済波及効果（試算結果のまとめ）」

①直接的効果：施設整備、大会運営など
②レガシー効果：新規恒久施設・選手村の後利用、観光需要の拡大など

需要増加額
①直接的効果　＋　②レガシー効果

最新の東京都産業連関表

経済波及効果・雇用誘発数

インプット

アウトプット
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作山で階３発し員て
　

今
を業図いと得

　
デをなののに

　
のくく用プ

ル成町すロ月表ま向は 行 て、る いなこ 行視産若、こ た政にン京

　

地ビ 事。 しす 、 っ れ めのま ３０ 農 の デよし け 回っ と若 が う点業手都 策府
育
成 方ー た た 業た は た ー、姿

｣
日 にたに 『

統
業 がに るる の と手 ら たに構職久 民 j 立を 府 タ自よおまと も 統本 取 め 求・ な、 も職

S 、 め 、 E専 造員 デ実 ５、 や治御と｢いでと の のる めデ 年府組 に 計

TA なが 京 ー計 どて 員 門 名い で
案
）B ビ

山 久も やー 分講２職 に、う 展 分す 久の町 御にパタ 習月員 つ 析示 。 技の 、ンで 山 ・析 い御３
T M
A

施 ま 体統 らど京 タを都 P ッ家し と計ち れサよ グにを都久府 Mなま づ て おス デ分 イりP どし で会
』
６ 府ツ いキく 御 いエ推フ し立 市 て山能 は

（
証ー見 月 た 析町 て日 結 ーやの ル 久り 山 まン タレ た

ッ １９ 進拠る に 果 テ役 に町 の 、地 助。 御 もル ア し町向 の 町昨す にのと お に ッ 、 ィし企 久 開村 分の上を 提 山 。 利、ト こ場日い 言 年プ 新 ３ スて基 オつ業も御ろ１〜て催職い 析産を用

RESA
S も モ案た町名度 トいづ活ー

しが向町
れ上が

　

分
付を

て しは
いるに産 じ析まくた しめ
予
定

よ業結めり た、振果 府の、 。で 次興に 内ま やつす 市ち世 い。 住づ代 町て
くへ環は 村
とり 境、 な
住 久に な ど

活みど御 に
か継の山 配

計ム施月
　
運あ

　
市門連す統国 S 研

は、 しな S 営り日に でる機 計な I

for 修

　

国人、てど I に、本あ統 唯実 A総 関 職ど 所連口 お数 り 一計 A協・ は 務 のP （
り 務 での 員 アか ま社 力 Ｓ 的 ）調 P 開、 省 あ常 を は ジ会 そ月 すでし Ｉ な査 は 発、て り ア アには Ａ 設れ 。 対統 研手 いＳＰ 、の 途ら及 象、 ジ 太計 ２まＩ 千 修法 の 統のぶ に上ア、 か Ａ 葉 を 平す経やカ研 招 計 統国太月 Ｐ。 行リ 洋標 修
を

の請 県済 研 計の平やキ う統本 事 統４ 国 千修 に政洋ュ 、計設ラ実か 業で 葉専国関府諸

A
sia and the P

acific: 
Statistical Institute 計

　
らカすを店に業要概

　
地際学な まな

研特リる訪舗
や
、務な要

や
実研にぶど

庁
やたど小にキプ問 ど 地 の修 地修 科 地、バ全ュロ 売 カ好 日 ラ員 ラ し家 、統研も方グ 目 方物般地 リエ評 本は ム 、 自ラ 計 計修行 テ調 価に も 自方 キを の、 のム っ調 つ 治で 含 ュィ主 治価得中も査 統 てい自 統体 ラにはて 査 い格 で の 管 ま治 計体組 計て ム富、まをい の れ の調 も 都ま現 調 課学体 に訪 制 んま す対 てれ場 の道 度統は査 研 査ぶで で問す 。業 おてを象 府 に計中いの 修 のとの す。 お りつ ま方 員 体世調と統務県 る 機央、いり す法 か 験帯査も計概勢 実実て構省、 。

ァを出日当者りど自扱
　
し忘の話ら

　
あた後にれ方貴方にらに現やン訪深本職と、が れ方治うこむ 題日まり」ま調てか 回重か に熱場家が 同 と問いで し よ の姿ての お員 企 本たま ら ら増 体 で 、が 査 心な な計じ の 世もの て り ほが 温 すし 、 らと の業 会 及文 やへ は 直 らお

答
し にえ 簿様 統 家 「機の の か印 か 帯の 耳た の 深 接た話 化 。 ずり で続 を ぶ 話 会 の々 計 歴都 い 家大 訪い 象 計と 交 く 、け 訪 が こや 遂意 際 をはも 聞 記な 史 地 を で」 道業 的 簿 計て な 変 の問傾のと 流 印経 問域 弾 と日て の

記
いげ識 入、 もくい り 簿が府務 でい 象風 本 感 け説みなも たるがだ はし この あ なま 験、 を す っの て明う「 あ県 づ 想、が 土、 、し多人 だこ高 とす っの 特 り。別 入 た 統ま 担日 け そ い、 に やくの くと 記よた ま 、がを

。 が 計また 統
ど
、

本 当 産 産ら の れ時 内り 生 こが 入世で世 苦調り 、 り、 す日 計すれ業地品 を 世 労思 間 活 帯 調の とで 徐に 帯 査と 容
か

き、 。フ本い 担るたな方を 惜を帯に がき最々慣のるの査さ話の、

地方におけるデータ利活用の
事例を紹介します

～京都府と久御山町の若手職員によるモデル事業～

開発途上国の統計の
発展に協力しています

～日本の統計調査の現場を学ぶ実地研修～

A3 人口1千人当たりの喫茶店数が多い県は
高知県

人口１千人当たり喫茶店数（民営事業所）（平成26年）

資料：経済センサス‐基礎調査結果
経済センサス‐基礎調査は全国・地域別の事業所と企業の産業や
従業者規模などの基本的構造が見えてくる!

A2 女性が働いている
人数の多い業種は
医療，福祉

産業別女性就業者数（平成29年）
資料：労働力調査（基本集計）結果
労働力調査は男女・年齢別の就業率や完全失業率など
就業・不就業の状況が見えてくる!

（※ ※備国昼基１久環予考勢夜礎６御境算）９調
　

間調 山改０ 平査人査 町善 事: の成口
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医療，福祉
613万人

久御山町役場1階ロビーにて展示

パンフレット「データで見る久御山町の姿」

世帯訪問

店舗訪問
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（ 事業所）
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特集1 ● 役に立つ統計　変わりゆく統計

ビッグデータ時代の統計
～消費動向指数研究協議会の取組～

統計におけるICTの活用
～時代に即した調査方法～

A4 15～19歳が、一年のうち
春（3・4月）に引っ越す
割合は64.6％

他都道府県からの転入者数（平成29年）
－15～19歳、日本人移動者
資料：住民基本台帳人口移動報告
住民基本台帳人口移動報告は住民基本台帳に基づいた
月々の国内における人口移動の状況が見えてくる!
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短期（平成29年度）

第1段階
ビッグデータの特性の把握

世帯消費動向指数
（CTIミクロ）

第2段階
ビッグデータによる
新消費指標の試作

第3段階
ビッグデータによる
新消費指標の定期公表

中期（平成30～32年度） 長期

総務省統計局
統計研究研修所
独立行政法人統計センター

大学研究者

オブザーバー

国家公務員の身分を付与し、
守秘義務を課す

必要に応じプロジェクトの
進行に助言

民間企業等
（データホルダー）

世帯の平均消費支出額（10大費目別、世帯類型別など）の月次動向を示す統計指標
※家計調査の上位モデルとなる消費指標

総消費動向指数
（CTIマクロ）

国内経済における個人消費総額（GDPにおける家計最終消費支出）の月次動向を示す
統計指標

ビックデータの活用に向けた産学官連携の取組（消費動向指数研究協議会）

消費動向指数（CTI：Consumption Trend Index）
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特　集
2

平成30年度
総務省所管予算

の概要

特集2 ● 平成30年度 総務省所管予算の概要

Ⅰ

ⅠⅡⅢⅣⅤ
一般
財
源
総
額

好
循
環
の

地
域
経
済

拡
大
と
地
方

の
の
確
保
の

関推業なと援な記ーのの関Ｃ全テ記の自
　
成 30 るとに

　
一連進務どし体どⅢド円活 Ｔ ィ連 の Ⅰ 立本し と財的総（ 般 年

た 環 の）や改 制か関の滑躍 い） 確 関 促予ま 政確務を 上 財 度地 利 、 強革 のら統 連 な促 境保 連 し う に③ 進算 健 省行 （記 源 総域整の のや化 た 対） 実 政い計 活 進働 ） にに 全務 はＢⅣ 復、 、総防 応ま 備 や 。改 ④用施や 整世 府き ② 向よ 化 、Ｒ関 省災 興 マ Ｉ 額や し現す と けり革Ｐ 東の 方備界 サ 方の
消や イ Ｃ の連 所た。 力 マ イ 、 つ下最 両な） 日促 ナ 総・ 確 針 つ）の防広 イ 改な Ｔバ 取 管 の立どＩ、 高本進 ン ど の革団域 ナ ー保 務 の 、

（ ⑤充 （ 予 経重バ をＣ 水 組安 下行 大なン セな 省上 実を 上 算 実 要Ｔ 的 ーと や 済どバ 準心キど は 、
政強中な震記 制女 の （地 を平化 （ー 記 再・ュ 現 課、Ⅴのの化核応災上カ度性ⅡＩ安リ上方① 編成す生題

I
C
T

経
済
成
長に
のよ
実
現
る

働
き
や
す
い
社
会

暮
ら
し
や
す
く

の
実
現

15 MIC |  Vo l . 2 0 9 |  May 2 018

防
災・減
災
／
復
旧・復
興

行
政
基
盤

効
率
的
で
利
便
性

国
民
に
と

の っ
確
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て

の
高
い

総務省所管予算の つの柱5

地域経済の好循環の拡大と地方の一般財源総額の確保

自立促進に向けた取組 35.7億円
■地域資源を活用した地域の雇用創出と消費拡大の推進 20.2億円
■地域の人材、組織の育成強化 12.8億円
■多様な主体の包摂・連携による暮らしを支える取組の推進 （4.1億円）
■新たな圏域づくりとして連携中枢都市圏・定住自立圏・集落ネットワーク圏の推進 5.3億円
■過疎対策の推進 2.9億円
■2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会・ラグビーワールドカップ2019を活かした地域経済や地域交流の活性化の促進 0.1億円

地方の一般財源総額の確保等 161,984.2億円
■地方の一般財源総額の確保等 161,984.2億円

い総
く務
ら省
あの
る予
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？っ
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、

ど特一
う別般
違会会
う計計
のっと
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何
？
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（単位：億円）
皇室費

国会

裁判所

会計検査院

内閣・内閣本府等

警察庁

総務省
法務省

外務省

財務省

文部科学省
厚生労働省

農林水産省

経済産業省

国土交通省

環境省

防衛省

予備費

（うち、国債費233,020）

（うち、「交付税及び譲与税配付金特別会計」
への繰入額155,150）

平成30年度一般会計歳出概算（所管別）

（財務省ホームページに掲載されている「平成30年度一般会計歳出概算所管別内訳」より作成）
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特集2 ● 平成30年度 総務省所管予算の概要

ICTによる経済成長の実現

暮らしやすく働きやすい社会の実現

サイバーセキュリティの強化、
ICTの安心・安全の確保 234.4億円
■サイバーセキュリティの強化 24.2億円
■自治体情報セキュリティ対策の強化 0.5億円
■安心・安全なICT利用環境の整備
　（消費者保護・社会的課題への対応） 209.8億円

医療・介護・健康、教育、移動サービス等に
おけるICTによる課題解決 14.7億円
■医療・介護・健康、教育分野におけるICTの活用 9.2億円
■情報バリアフリーの促進 5.5億円
■自動走行・自律ロボット等による行動支援・生産性向上 165.1億円の内数

生産性向上につながる ・ビッグデータ・ ・
シェアリングエコノミー等の活用推進・人材育成

IoT AI 35.6億円
■「IoT/BD/AI情報通信プラットフォーム」の構築と社会実装の推進 億円

■IoTのサービス創出支援と産学官連携による推進強化 8.2億円
■地域IoT実装に向けた計画策定や人材、実装事業への総合的支援 5.9億円
■AI時代に向けたオープンデータ・ビッグデータの活用推進を通じた
　地域産業などの生産性向上、データ利活用型スマートシティの推進 6.6億円
■情報信託機能等によるパーソナルデータの利活用促進 3.3億円
■地方公共団体における非識別加工情報の作成・提供方法の検証 0.2億円
■官民におけるブロックチェーン技術の社会実装の推進 1.2億円
■新たな人工知能技術の開発・実証 4.0億円
■IoTを支える人材育成 3.6億円

2.6

世界最高水準のICT環境の整備 640.5億円
■5G、4K・8K、光等の世界最高レベルのICT基盤の実現 億円

■2020年代に向けた電波利用環境の整備 165.1億円の内数
■グローバルコミュニケーション計画の推進 7.0億円
■ICTによるイノベーションの創出 18.0億円
■Connected Car社会実現に向けた取組の推進 165.1億円の内数
■地域のICT基盤整備（ブロードバンド・モバイル・Wi-Fi等） 121.3億円
■戦略的な国際標準化の推進 13.9億円

480.3

海外展開・国際的な政策連携 66.0億円
■通信・放送・郵便システム、防災/医療ICT、放送コンテンツ、
　統計、行政相談制度等の戦略的海外展開 30.6億円
■国際放送の実施 35.4億円

働き方改革と女性の活躍促進 4.5億円
■テレワークの推進 億円

■地方公務員の働き方改革等の推進 0.4億円
■消防防災分野における女性の活躍促進（後掲） （0.5億円）

4.2

防災・減災／復旧・復興

東日本大震災等からの復興 3,275.3億円
■被災地における消防防災体制の充実強化 17.3億円
■大規模災害時における被災市区町村の
　人的支援のためのシステム構築等 3,257.6億円
■ICTによる復興の推進 0.4億円

統計改革 41.8億円
■産業連関表の供給・使用表（SUT）体系への移行 億円

■各種経済統計の基盤となるビジネスレジスターの整備 13.8億円
■データ利活用の促進や統計行政の基盤強化等のための
　統計法制の見直し等 5.3億円
■家計統計の改善、個人消費動向を捉える新たな指標の開発等 21.5億円

1.2

主権者教育の推進と投票しやすい環境の一層の整備 1.1億円
■民主主義の担い手である若者に対する主権者教育の推進 億円1.1

その他の主要事項 317.8億円
■政党交付金 317.8億円

国民にとって効率的で利便性の高い行政基盤の確立

行政の業務改革（BPR）・ICT化の推進 223.1億円
■行政のICT化の推進、政府情報システムの投資効率化とセキュリティ向上、オンライン申請の利便性向上 億円

■マイナンバーカードを活用した電子調達の効率化 11.2億円
■政策評価における取組を通じたEBPMの実践の推進 1.1億円
■行政評価局調査機能、行政相談機能の充実・強化 8.9億円
■自治体経営改革（監査・内部統制・議会によるガバナンス強化、クラウド導入の促進、地方独立行政法人活用等の業務改革） 1.8億円
■官民におけるブロックチェーン技術の社会実装の推進（再掲） （1.2億円）

200.0

広域的な応援体制の整備、消防団を中核とした地域防災力の充実強化等 103.1億円
■糸魚川市大規模火災や平成29年7月九州北部豪雨等の大規模災害を踏まえた消防防災体制の強化（後掲） （ 億円）
■大規模災害に備えた緊急消防援助隊の充実強化 58.7億円
■様々な災害に対応するための常備消防力等の強化 17.3億円
■地域防災力の中核となる消防団及び自主防災組織等の充実強化 6.8億円
■火災予防対策の推進 3.9億円
■消防防災分野における女性の活躍促進 0.5億円
■防災情報の伝達体制の整備 14.4億円
■2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会等の開催や国際情勢の変化に対応するための安心・安全対策の推進 1.3億円
■小学生を対象とした消防業務に関する啓発 0.2億円

64.7

情報弱者への災害時の情報伝達環境整備 40.4億円
■Lアラートの高度利用・普及促進 2.0億円
■災害応急活動（地方公共団体・医療機関等）における
　非常用通信手段の活用促進 2.7億円の内数
■放送ネットワークの強靱化 38.4億円

マイナンバー制度の円滑な実施と
マイナンバーカードの利活用の促進 275.0億円
■マイナンバー制度の円滑な実施 270.4億円
■マイナンバーカード・公的個人認証サービス等の利活用推進 4.6億円
■マイナンバーカードを活用した電子調達の効率化（後掲） （11.2億円）
■マイナンバーカードを活用した住民総活躍・地域の
　消費拡大サイクル構築プロジェクトの全国展開 （ ）
　（マイキー ラットフォーム構想の推進）（再掲）

4.7億円
プ

全ての人にやさしいユニバーサル社会の構築 5.5億円
■情報バリアフリーの促進（再掲） 5.5億円
■自動走行・自律ロボット等による
　行動支援・生産性向上（再掲） 165.1億円の内数

国民が成果を実感することのできる
郵政民営化の推進 4.5億円
■ユニバーサルサービスの確保、利用者の目線に立った
　新たな事業展開、郵便局の利便性向上の促進 4.5億円恩給の適切な支給 2,381.6億円

■恩給の適切な支給 億円2,381.6

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

総務省は、これらの取組を着実に進めて参ります。
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「日本の渚百選」「快水浴場百選」
に選定されているヒスイ海岸。幅
80メートル・東西約4キロメート
ルに広がる砂利浜にヒスイの原
石が打ち上げられ、「宝探し」に
全国からたくさんの人が訪れる。

縄文時代中期の竪穴式住居や土壙（どこう）など
が発見された不動堂遺跡。当時の社会の仕組みや
生活の様子がよく分かる貴重な遺跡として、国の
指定史跡登録を受けている。

北アルプス後立山連峰の北端に位置する朝日岳。登山コースは4つあり、高山植物が
豊富なことで多くの人を魅了している。

北又谷コースの基点には開湯400年の
霊泉「小川温泉元湯」もある。

ヒスイ海岸沿いを走る富山湾岸サイクリ
ングコース。道路にペイントされたブルー
ラインが目印。

海から戻る漁師たちを温かく迎えるために
女房たちが作ったと言われる「たら汁」。越中
宮崎駅近辺には「、たら汁ストリート」もある。

毎年5月に行われる宮崎地区の春祭り「鹿
嶋神社稚児舞」。稽古に励んだ子どもたち
が舞を奉納する。

昭和54年に朝日町で誕生したスポーツ
「ビーチボール競技」。毎年全国大会が開
催されている。

P r o f i l e

富山県下新川郡に属する。昭和29年8月、泊
町、山崎村、大家庄村、南保村、五箇庄村、宮
崎村、境村の1町6村が合併して誕生。日本海
と北アルプスに面することから、町のキャッ
チフレーズは「うみ彦・やま彦・夢産地」。

人口｜12,204人(平成30年4月1日現在)
面積｜227,41㎢
URL｜http://www.town.asahi.toyama.jp/

例年4月中旬に見られる「春の四重奏」。残雪の朝日岳を背景に、桜、チューリップ、菜の花を同時に楽しむことができる。
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（200円60枚つづり）」を交付。

「海の家プロジェクト」では町の飲食店との
コラボ商品の販売も。

星空の下、砂浜に座って映画を見る「ナイトシアター」。

新たな観光拠点として期待される観光交流拠点施設。
（完成予想図）

再生医療への貢献が期待され
るハイパードライ羊膜。
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ハイパードライ羊膜
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移住

Q える移住を考 なら?

朝日町暮らしに必要なギ 情報がュッとつまった1冊。基本情報から町の補助、移住者インタビューまで掲載。

03地
方
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力

ハイパードライ羊膜の研究・製造を行う株式会社アムノスの工場。

子育て支援センターでは、育児に関する様々
な相談や支援を実施。助産師による「赤ちゃん
マッサージ」や育児講座なども行われる。

結婚、妊娠、出産など、ライフ
ステージに応じて町から記
念品が贈られる。

朝日町が発行している「子育てガ
イドブック」。町の多彩な支援が
この1冊に分かりやすくまとめら
れている。

あさひまち

朝日町



　
　
　
　
　
電
波
の
日
と
は
?

しに識て民送
て役の、に法広

　

昭
制
定
立普 開が和つ く及 放施よ 国 25し ・ さ行う 年た 向民れさ、 全 6も 6 上 れまの と体 月月 電で し、の 11 波す 電 た電 日日 の。 波 。波こ利にを利にれ 、電 用電用関を波 が波の 記の す 広
日発る念く
と展知

法
、し国放

 

情
報
通
信
月
間
と
は
?

め国活地 15 を
て民をで日目

　

情いの実様〜的報く皆現々 6こ と通
とさ なす 月し信
とまる行 15 ての
しの情事日設普
てご報を

実
のけ及い理 期通 ら・ま解 施間れ振す 信と し中ま興。 にごつ は を、 し協い豊、た図

力てか全。る
を広な国 5 こ
求く生各月と

受講しませんか? データ分析の基礎を学べる
「社会人のためのデータサイエンス入門」開講

6月1日は「電波の日」、
5月15日から6月15日は「情報通信月間」。
全国各地でイベントが開催されます

お問い合わせ先

データサイエンス・オンライン講座ページ
データサイエンスMOOC
http://gacco.org/stat-japan/

お問い合わせ先

情報通信月間の参加行事は
http://www.jtgkn.com
（情報通信月間のホームページ）を
ご覧ください
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MIC NEWS

01

統計データの活用
第1週 講師：西内 啓氏　ほか
豊富な分析事例を通じ、分析に
用いる統計的な考え方・データの
見方から基本的な考え方を学ぶ

2 統計学の基礎
第 週 講師：土屋 隆裕氏
データ分析に必要な統計学の
基礎的な理論を学ぶ

デ
第3 ータの見方
週 講師：佐藤 整尚氏

データの見方について基本的な
方法を学ぶ

4 公的データの使い方とコースの
第 週 まとめ 講師：総務省統計局　ほか

誰もが入手可能なデータである公的統計データの
入手方法を学ぶ

説明が丁寧で、とても分かりやすかった

計算の方法だけでなく、背後にある考え方が
よく分かった

講義で取り上げた例が社会問題に関連した
ものだったので、興味をもって受講できた

このスキルは、仕事でも趣味でも使えそう

受講の流れ

講義動画・
ディスカッション 選択式テスト 修了証の発行

電波の日・情報通信月間 記念中央式典の実施

平成29年度情報通信月間の行事の様子

MIC NEWS

02

求どをて
　
開びン全進 T社

　
協し展理

　
念月報年

　

に 、 催
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をな性し をよモ 推 Cい 進対発監 記６情本、

表彰内容
1 「電波の日」総務大臣表彰（個人／団体）
2 「情報通信月間」総務大臣表彰（個人／団体）
3 「地域発デジタルコンテンツ」総務大臣奨励賞
4  情報通信月間推進協議会会長表彰（志田林三郎賞／情報通信功績賞）

長野朝日放送・生番組スタジオおよび送出設備見学

防災情報通信セミナー2017春夏

平成29年度電波の日・情報通信月間 記念中央式典の様子

リニューアル受講料
無料

本年5月29日開講

データサイエンス・オンライン講座

データサイエンス入門
社会人のための

株式会社データビークル
代表取締役　西内 啓氏

横浜市立大学 教授
土屋 隆裕氏

東京大学 准教授
佐藤 整尚氏

　

※
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に る 概 基 ル 平」済 ン門ー デ 人万ま ま タ つ 力今 しの で人よ ネ ン念 が た本 の 成 ！
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12月1日から始まる新4K8K衛星放送を視聴する場合には
電波干渉防止のため　　などのマークが
付いている機器をご使用ください！

平成30年度行政評価等プログラムを
決定し、公表しました
～国民の皆さまに信頼される質の高い行政の実現を目指して～

お問い合わせ先

https://www.soumu.go.jp/hyouka/
i-hyouka-form.html
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新4K8K衛星放送を視聴するにはこれらのものが必要です。

今の4Kテレビ
4K対応テレビ
8K対応テレビ

に加えて と

ＢＳ・110度ＣＳ
アンテナ

新4K8K衛星放送
対応チューナーなど

放送開始にあわせて、
販売が見込まれています。
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お問い合わせ先

新4K8K衛星放送の電波漏洩対策コールセンター（ナビダイヤル：通話料視聴者負担）
Tel. 0570‐048‐068
※運用時間は、平日9:00～17:00　※一般電話からは市内通話料金でご利用いただけます。

平成30年度 行政評価局調査
認知症高齢者の介護環境
認知症高齢者が施設入居などの
公的介護サービスの利用に苦慮

▼ 介護サービスの提供、地域における
支援などを調査

更生保護ボランティア
刑務所出所者などの更生を支える
民間ボランティアの高齢化が進行

▼ 保護司の担い手確保、協力雇用主への
支援などを調査

障害者の就労支援
障害者の就労意欲が高まる一方、
企業側の対応に遅れ

▼ 障害者雇用促進制度の効果、就労定着
支援の取組などを調査

遺品の整理サービス
遺品の特性に応じた取扱いや整理と廃棄の
一体的実施を求めるニーズ

▼ サービスの品質確保や廃棄物の適切な処理などを調査

訪日外国人旅行者の受け入れ
政府目標（2020年：4,000万人など）の達成に向け、
地方部への外国人の誘客が重要

▼ 旅行者滞在データ、観光地域づくりの核となる
日本版ＤＭＯの活動などを調査

災害時の住まいの確保など
壊れた自宅などで避難生活を送らざるを得なかった
高齢被災者などの生活再建に課題

▼ 在宅避難者などの把握・支援状況、地方公共団体における
備えなどを調査

学校における専門スタッフなどの活用
部活動指導、保護者対応などにより
教員の勤務時間が増大

▼ 部活動指導員、スクールカウンセラーなどの
効果的な活用などを調査

BLマーク※
（集合住宅用）

SHマーク
（ホーム受信用）

技術基準に適合する機器に付される
マークの例

※BLマークの場合には、BL型式に「SH」が含まれて
　いるか、あるいは、末尾が「E」となっている機器が
　技術基準に適合しているものです。

直付け機器の例

人工衛星
左旋電波を
受信する
アンテナ

BWA基地局

スマートフォン

電波干渉が発生する衛星放送受信設備の例

同軸ケーブルの
手ひねり接続

BWA：広帯域移動無線アクセスシステム政策評価のマスコット
ひょうちゃん

行政相談のマスコット
キクーン



自治体消防制度70周年記念式典を
開催しました
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自治体消防制度70周年記念

http://www.fdma.go.jp/html/life/jichitai_70anniv/
jichitai_70anniv.html

国歌斉唱

 内閣総理大臣表彰

代表受領　櫻橋  敏夫
（北海道釧路北部消防事務組合鶴居消防団長）

 総務大臣感謝状

代表受領　室﨑  益輝
（元消防審議会委員）

 消防庁長官表彰

功労章 171人
永年勤続功労章 2,983人
都道府県消防防災関係事務従事者表彰 2人
表彰旗 27機関
竿頭綬 47機関
消防団等地域活動表彰 38機関
防災功労者表彰 6機関

代表受領　坂野　満
（神奈川県横浜市消防局長）

総務大臣感謝状の授与

世界にはばたく
行政相談の国際交流

～イラン総合監察機構との
技術協力～
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野田総務大臣表敬。左から野田総務大臣、セラージ長官、
シャーケリ駐日代理大使

奥野総務副大臣表敬

山田総務大臣政務官との意見交換会
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紹
介 らい でら 県 す

源 す か 域や 都の々 うど長田 な し こ のき ま大 地 れ 。立富 が自 市を実。
場
」 る昨 に は園 「オ しる て

少
、高

（
広
報
室
長　

新

を 多 臣 と ま 山 や そ治 自す全 域現 調年 じ 高 い か なー の応 し。は 回 か 、 齢に す き様 治てに 査度 ルめで校県ま 体知し ど地 が援 向な 多 ては帰 。 」 体投 「
自

実 や朝町は再研 朝すでも恵、 、し 域 の 人な に地け 様 の入 地 日役 編日。はあと
化
、て の 価 施 く 口 方し、 い は 限指い 域 性 の で 、抱 」 町 工総 値

究
』 そま 場

、
り分 し か がま 厳 界き づ を 自、 向で 力 町今務 え がら た 夫ち と を ん 少しキ 集ま く がは『 町で 内 す 治

後省 る あし 「ー 高 づ の 取 な とないす り 、 、 。唯との 課 るく 若田 くま 危 り 自本住田  ワ い言。 、 ま 一も持多題ー と暮っ年園 議
民
、 治 自葉

落
、さ の上 誌民 特

体
、り 機 消）

広報誌「総務省」についてのご意見・ご要望は、FAXまたは電子メールでお寄せください
FAX｜03-5253-5174　メール｜kohoshi@soumu.go.jp
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